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第　２２　号

回
覧

住民・賛助会員として、あなたのご協力を（生野区社会福祉協議会　�6712�3101）

※お読みになりましたら、次へ回してください※

　

社
会
福
祉
法
に
よ
り
、「
地
域
福
祉
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
」と
し
て
の

位
置
づ
け
が
明
確
化
さ
れ
、
地
域
福
祉
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進
に
お
い
て
も
大
き
な

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
大
阪
市
社
協
・
区
社

協
は
、
社
協
に
相
応
し
い
事
業
の
推
進
、
社
協

活
動
・
事
業
を
支
え
る
自
立
的
で
効
果
的
・
効

率
的
な
組
織
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、平
成

　

年　

月
に
「
市
社
協
組
織
運
営
改
革
計
画
」

１６

１２

が
緊
急
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
区
社
協
に
関
わ
る
点
で
は
、�
住

民
に
身
近
な
区
社
協
を
核
と
し
て
地
域
生
活

支
援
を
進
め
る
た
め
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
障

害
者
、こ
ど
も
も
含
ん
だ
支
援
を
行
っ
て
い
く

こ
と
�
認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
害
者
な
ど

の
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
を
区
社
協
で
運

営
す
る
こ
と
�
老
人
セ
ン
タ
ー
、
ト
モ
ノ
ス
・

児
童
館
を
住
民
の
地
域
福
祉
活
動
拠
点
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
�
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
、ふ
れ
あ
い
型
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実

施
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
活
動
と
の
一
層
の

連
携
を
深
め
る
こ
と
�
様
々
な
事
業
・
活
動
・

協
働
・
連
携
の
基
盤
と
な
っ
て
い
く
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
策
定
・
推
進
を
区
役
所
と
協
働
し

て
す
す
め
る
こ
と
な
ど
が
提
示
さ
れ
て
い
ま

す
。急
い
で
と
り
か
か
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て

は
、４
月
か
ら
の
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

大
阪
市
社
協
「
組
織
運
営

改
革
計
画
」
策
定
に
よ
り

区
社
協
に
も
改
革
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
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来
年
度
末
（
ニ
〇
〇
六
年
三
月
）
の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
現
在
策
定
作
業

が
進
ん
で
い
ま
す
。
作
業
を
中
心
に
進
め
て
い
る
の
が
高
齢
者
、
こ
ど
も
、

し
ょ
う
が
い
者
、
女
性
、
在
日
韓
国
朝
鮮
人
・
外
国
籍
住
民
の
五
つ
の
作
業

部
会
で
す
。
各
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
主
体
的
に
今
の
生
野
区
の
地
域
福
祉
課
題

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ニ
〇
〇
五
年
六
月
に
は
、
中
間
報
告
書
を
各
作
業
部
会
で
ま
と
め
、
中
間

報
告
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
中
間
報
告
会
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
そ

れ
ま
で
の
作
業
の
成
果
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
を
い
た
だ
く
機
会

と
し
ま
す
。
そ
の
後
、
校
下
で
の
住
民
座
談
会
な
ど
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
画
が
い
た
だ
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
知
恵
と
力
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
す
ば
ら
し
い
計
画
と
な
る
よ

う
に
こ
れ
ま
で
ど
お
り
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

策　

定　

委　

員　

会

　
　

中

核

的

な

組

織

　

策
定
委
員
会
は
、
各
作
業
部

会
で
検
討
さ
れ
た
こ
と
を
総
合

的
に
検
討
・
確
認
を
お
こ
な
い
、

策
定
作
業
全
般
に
つ
い
て
決
定

を
行
う
中
核
的
な
組
織
で
す
。

こ
の
策
定
委
員
会
は
、
区
民
公

募
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
方
や

地
域
福
祉
の
関
係
者
な
ど
、
右

下
の
策
定
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の

と
お
り
区
内
外
の
広
い
分
野
か

ら
三
十
七
名
の
方
の
参
画
を
得

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
策
定
委
員
は
作
業
部

会
に
も
所
属
し
、
策
定
作
業
の

中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
ま

す
。
策
定
委
員
長
に
は
当
会
の

藤
原
俊
治
会
長
、
副
委
員
長
は
、

生
野
区
社
会
福
祉
施
設
連
絡
会

の
桑
田
日
出
男
会
長
、
四
天
王

寺
国
際
仏
教
大
学
の
愼
英
弘
教

授
、
大
阪
府
立
大
学
の
藤
井
博

志
専
任
講
師
の
三
氏
。　

　策定委員会メンバー
　相方　文恵　人権啓発推進員連絡会副会長
　伊良波ミツエ　子供会育成連合会副会長
　呉　　光現　ＮＰＯ法人　精神障害者支援の会ヒット理事・事務局長
　大矢　欽也　身体障害者団体協議会会長
　荻野五百子　民生委員協議会副会長
　岸　　勝彦　小学校校長会幹事　舎利寺小学校長
　金　　弘修　大阪朝鮮第四初級学校長
○桑田日出男　社会福祉施設連絡会会長　日の出学園保育所園長
　鍬本　文子　市民委員（ケアマネジャー）
　小西　健治　青少年指導員連絡協議会会長
　嶌岡　尚子　薬剤師会代表
○愼　　英弘　四天王寺国際仏教大学教授
　宋　　貞智　ＮＰＯ法人　多民族共生人権教育センター事務局長
　大門　健二　地域振興会会長
　田淵　知見　生野・天王寺地域子育て支援センター園　東桃谷幼児の園園長
　月川　　至　ＮＰＯ法人　出発のなかまの会代表理事
　出口健次郎　校下社協代表　北巽社会福祉協議会会長
　栃谷　誠一　歯科医師会庶務幹事
　刀根　　一　商店会連盟副会長
　永井　正美　社会福祉施設連絡会副会長　慶生会専務理事
　中村恵美子　市民委員（保育士）
　西浦　清輝　市民委員（障害者支援ボランティアグループリーダー）
　西田　淳子　私立幼稚園連合会中央支部代表　白菊幼稚園長
　韓　　英哲　在日本朝鮮人総連合会生野南支部副委員長
　平山　京子　市民委員（子育て支援ボランティアグループリーダー）
○藤井　博志　大阪府立大学専任講師
◎藤原　俊治　社会福祉協議会会長
　古谷マサ子　老人クラブ連合会女性部副部長
　洪　　東基　居宅介護支援事業者連絡会代表
　松井　研次　生野産業会副会長
　宮本長三郎　コミュニティ協会理事長
　宮川　松剛　医師会副会長
　文　　煕元　在日本大韓民国民団生野東支部支団長
　山口　建成　肢体不自由児（者）父母の会会長
　山下　直也　連合大阪　大阪市第３地域大阪市南地区協議会副議長
　山野　寿一　ＰＴＡ協議会会長
　吉川志都子　女性団体協議会会長

中
間
報
告
会

　

二
月
末
現
在
で
、
す
べ
て
の

作
業
部
会
で
五
回
の
会
議
や
役

員
会
等
を
開
催
、
策
定
作
業
が

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
作
業
部

会
で
の
作
業
の
中
間
点
で
の
成

果
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
す

る
の
が
中
間
報
告
会
で
す
。
策

定
委
員
会
で
検
討
の
上
、
今
年

六
月
に
開
催
予
定
で
す
。

　

中
間
報
告
書
も
作
成
さ
れ
、

区
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
ご
意
見

を
い
た
だ
く
よ
う
な
企
画
も
あ

り
ま
す
。
今
後
、
開
催
の
詳
細

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡

し
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
ご
参

加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
座
談
会

　

地
域
（
校
下
）
の
福
祉
会
館

等
で
、
地
域
住
民
や
各
種
団
体
、

地
域
に
拠
点
を
置
く
機
関
・
専

門
家
な
ど
が
集
い
、
地
域
福
祉

を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
、
計
画

に
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
し

く
み
と
し
て
、
住
民
座
談
会
も

有
効
な
方
法
で
す
。

　

二
年
前
に
は
、
大
阪
市
地
域

福
祉
計
画
の
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
、
区
内
の
四
地
域
（
勝
山
、

小
路
、
御
幸
森
、
巽
）
で
は
同

様
の
取
り
組
み
が
既
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
住
民
座
談
会

の
実
施
に
つ
い
て
も
策
定
委
員

会
で
検
討
さ
れ
る
予
定
で
す
。民座談会「わがまち福祉トーク」 ◎委員長　○副委員長

（敬称略）
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この広報紙は共同募金会の助成を受けて発行しています。

作　

業　

部　

会

　

各
部
会
で
特
色
の
あ
る
作
業

　

具
体
的
な
策
定
作
業
を
進
め

て
い
く
組
織
と
し
て
、
高
齢
者
、

こ
ど
も
、
し
ょ
う
が
い
者
、
女

性
、
在
日
韓
国
朝
鮮
人
・
外
国

籍
住
民
の
五
つ
の
分
野
別
に
作

業
部
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
業
部
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、

策
定
委
員
、
当
事
者
、
専
門
家
、

地
域
か
ら
推
薦
さ
れ
た
人
等
を

中
心
に
大
学
院
生
・
大
学
生
等

の
共
同
研
究
者
、
区
役
所
職
員
、

区
社
協
職
員
が
事
務
局
的
に
参

画
し
、
あ
わ
せ
て
一
二
四
人
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

月
一
回
集
ま
り
、
策
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
広
い
範
囲
の
皆
さ
ん
の
参
画

が
得
ら
れ
た
こ
と
が
生
野
区
地

域
福
祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

策
定
作
業
の
大
き
な
特
色
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
生
野
区
の
地
域
福
祉
の

課
題
を
検
討
す
る
な
ど
各
部
会

が
そ
れ
ぞ
れ
主
体
的
に
独
自
性

を
持
ち
な
が
ら
、
活
発
に
話
し

合
い
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
事
者
の
声
を
集
め
て
い
く

た
め
、
聴
き
取
り
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
く
部
会
や
当
事

者
や
専
門
家
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
と
し
て
部
会
に
招
い
て
、

課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
て

い
る
部
会
な
ど
と
て
も
ユ
ニ
ー

ク
で
す
。

　

各
作
業
部
会
同
士
の
連
携
の

た
め
に
作
業
部
会
代
表
者
会
が

あ
り
ま
す
。
ニ
ヶ
月
に
一
回
開

催
さ
れ
、
作
業
の
状
況
の
報
告

や
情
報
交
換
な
ど
策
定
作
業
に

と
っ
て
重
要
な
組
織
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　しょうがい者部会
　大矢　欽也　生野区身体障害者団体協議会
　岸　　勝彦　生野区小学校校長会
◎愼　　英弘　四天王寺国際仏教大学
　栃谷　誠一　生野区歯科医師会
○西浦　清輝　市民委員
　山口　建成　肢体不自由児（者）父母の会
　一井　重夫　生野区社会福祉施設連絡会
　請川　恵造　自立支援センター・エポック
○川上　由夏　精神障害者地域生活支援センターすいすい
　姜　　博久　障害者自立生活センター・スクラム
　金　　光雄　自立支援センター・エポック
　箸方　隆博　ＮＰＯ法人　Ｑ・Ｂ
　藤川　治彦　精神障害者小規模作業所画布
　本　　一裕　市民公募
　森　　統一　グループホームめぐり
　山中　　実　トータスハウス利用者
　吉川　昭作　障害者福祉作業所「デフワークス」
　幸泉　武士　市民公募
　加山　　弾　関西学院大学社会学部　社会福祉実習助手
　前田　達朗　大阪大学大学院　文学研究科
　大野木綾子　大阪府立大学　社会福祉学部
　新森　孝男　生野区役所　
　太田　澄男　生野区役所
　紺谷　義信　生野区役所
　植村　利弘　生野区社協

　女性部会
○相方　文恵　生野区人権啓発推進員連絡会
　西田　淳子　私立幼稚園連合会中央支部
　吉川志都子　生野区女性団体協議会
　嶌岡　尚子　生野区薬剤師会
◎平山　京子　市民委員
○今田　貞子　市民公募
　竹内　洋子　生野区母と子の共励会
　森本宮仁子　生野区社会福祉施設連絡会
　平山　博一　林寺社会福祉協議会
○村上　敏郎　東中川社会福祉協議会
　森島　恵蔵　ロート製薬
　加藤佳津子　奈良佐保短期大学　非常勤講師
　磯島さや香　兵庫県立大学大学院　看護研究科
　笹渕　綾香　桃山学院大学　社会学部
　藤本喜美代　生野区役所
　杉本　和恵　生野区役所
　高部恵理子　生野区役所
　山田　恒夫　生野区社協
　竪川　知子　生野区社協

在日韓国朝鮮人・外国籍住民部会
◎呉　　光現　ＮＰＯ法人　精神障害者支援の会ヒット
○鍬本　文子　市民委員
　宋　　貞智　ＮＰＯ法人　多民族共生人権教育センター
　韓　　英哲　在日本朝鮮人総連合会生野南支部
　文　　煕元　在日本大韓民国民団生野東支部
　山下　直也　連合大阪　大阪市第３地域大阪市南地区協議会
　李　　栄汝　アプロ女性実態調査プロジェクト
○金　　光敏　コリアＮＧＯセンター
　金　　隆明　コリアボランティア協会
○栗信多恵子　御幸森社会福祉協議会
　福田　昌輝　東小路社会福祉協議会
　二階堂裕子　大阪市立大学大学院　文学研究課　博士
　福本　　拓　京都大学大学院　文学研究科
　金　　栄民　関西福祉科学大学
　江幡　　仁　生野区役所
　西邑　秋広　生野区役所
　谷　　太一　生野区役所
　山田　恒夫　生野区社協

　こども部会
　伊良波ミツエ　生野区子供会育成連合会
　金　　弘修　大阪朝鮮第四初級学校
◎桑田日出男　生野区社会福祉施設連絡会
　小西　健治　生野区青少年指導員連絡協議会
○田淵　知見　生野・天王寺地域子育て支援センター園
○月川　　至　ＮＰＯ法人　出発のなかまの会
　中村恵美子　市民委員
　松井　研次　生野産業会
　宮本長三郎　生野区コミュニティ協会
○山野　寿一　生野区ＰＴＡ協議会
　足立　須香　地域（東成区・生野区）人権推進委員会
　川上　哲司　東桃谷社会福祉協議会
　菊井　恵子　生野南社会福祉協議会
　中島　義雄　市民公募
　西川　和子　市民公募
　山下香奈子　此花学院高等学校学生
　原田　雄太　勝山高等学校学生
　三尾　亮太　金光藤蔭高等学校学生
　後藤　暁子　勝山社会福祉協議会
　山崎　幹子　北鶴橋社会福祉協議会
　土橋　芳申　生野社会福祉協議会
　松田実千代　北巽社会福祉協議会
　和多田信子　小路社会福祉協議会
　�　　用哲　同胞保護者連絡会
　古川　正博　大池中学校
　浦　　紳一　トモノス生野
　金　　貞淑　同志社大学大学院　文学研究科
　高落　洋樹　桃山学院大学　社会学部
　茂森　　稔　生野区役所
　喜多　　均　生野区役所
　橋　　裕美　生野区役所
　亀岡　直樹　生野区社協
　武　　直樹　生野区社協

　高齢者部会

　大門　健二　生野区地域振興会
　出口健次郎　北巽社会福祉協議会
　刀根　　一　生野区商店会連盟
　永井　正美　生野区社会福祉施設連絡会
　藤原　俊治　生野区社会福祉協議会
　古谷まさ子　生野区老人クラブ連合会
◎洪　　東基　生野区居宅介護支援事業者連絡会
　荻野五百子　生野区民生委員協議会
　宮川　松剛　生野区医師会
　岡崎和佳子　看護師
　尾上　剛司　永和信用金庫
　酒井　初江　ケアプラン自己作成当事者
　南　　　榮　ゆとりの会
○吉本てるみ　市民公募
　大山　達成　巽東社会福祉協議会
○川岸　祺子　巽社会福祉協議会
　岸本みゆき　中川社会福祉協議会
　砂田美代子　鶴橋社会福祉協議会
　田中　康博　田島社会福祉協議会
　松川　孝子　巽南社会福祉協議会
　松倉　正三　西生野社会福祉協議会
　松下　園恵　舎利寺社会福祉協議会
　文　　鐘聲　大阪大学大学院　医学系研究科
　木下　佳子　立命館大学　産業社会学部人間福祉学科
　川本健太郎　関西学院大学大学院　社会学研究科
　上林　幸男　生野区役所
　田林　道雄　生野区役所
　田村千賀子　生野区役所
　稲森　満男　生野区役所
　篠原　智子　生野区社協
　末長　秀教　生野区社協 平成１４年度の勝山地域での住民

　

善
意
銀
行
は
、
区
民
の
皆
様
や
会
社
・
団
体

の
ご
寄
付
を
お
受
け
し
て
、
地
域
福
祉
の
推
進

の
た
め
の
活
動
な
ど
に
活
か
す
こ
と
を
目
的

と
す
る
善
意
の
銀
行
で
す
。
香
典
返
し
の
一
部

や
会
社
・
工
場
な
ど
の
記
念
事
業
に
と
も
な
う

ご
寄
付
な
ど
「
金
銭
」
や
「
物
品
」
で
暖
か
い

皆
さ
ん
の
善
意
の
預
託
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
善
意
銀
行
へ
の
寄
付
金
は
税
法
上
の

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
四
年
六
月
ニ
九
日
〜
二
〇
〇
五
年
二
月
二
五
日

の
期
間
に
預
託
い
た
だ
い
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

☆
金
銭
の
ご
寄
付

崔
基
沃
／
ロ
ー
ト
製
薬
従
業
員
有
志
一
同
／
匿
名
（
四
）
／

武
直
樹
／
田
辺
博
昭
／
マ
イ
ケ
ア
プ
ラ
ン
研
究
会
・
佐
竹
紀

美
子
／
区
社
協
女
性
部
会
（
生
野
ま
つ
り
収
益
金
）
／
大
阪

東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
／
鼻
崎
純
子
／
福
田
栄
之
輔
／
明
る

い
社
会
づ
く
り
運
動
城
南
青
空
ね
っ
と
わ
ー
く
／
生
野
遊

技
業
組
合
・
善
意
の
箱
事
業
委
員
会
／
清
水
良
三

☆
物
品
の
ご
寄
付

田
中
勇
（
車
い
す
）
／
西
井
登
美
男
（
菓
子
）
／
東
桃
谷
社

会
福
祉
協
議
会
（
洗
剤
）
／
網
島
守
（
タ
オ
ル
等
）
／
プ
ー

ル
学
院
同
窓
会
（
ウ
エ
ス
）
／
金
光
藤
蔭
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
九
之
池
榮
一
（
車
い
す
二
台
）

　

ま
た
、
次
の
と
こ
ろ
に
払
出
し
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

区
内
十
九
校
下
社
会
福
祉
協
議
会
（
車
い
す
）
／
生
野
区
社

会
福
祉
施
設
連
絡
会
（
福
祉
マ
ッ
プ
改
訂
版
）

あなたの善意を
　地域福祉に活かします

　作業部会の動きなど情報共有化のために
「生野ＡＰ協働通信」を作成しています。
ご関心のある方には、区社協窓口で設置して
いるほか、メールマガジンで送付しますので、
ご希望の方はメールアドレス
　iknvb@osakacity-vnet.or.jpまで

◎部会長　○副部会長

（敬称略・順不同）

※しょうがい者部会で策定作業においては「しょ
うがい者」と表現することになりました。
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生
野
区
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
連
絡
会
（
以
下
連
絡
会
）

で
は
、
昨
年
十
月
か
ら
十
一
月

に
か
け
て
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

連
絡
会
で
は
、
以
前
か
ら
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
の
重

要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ま
だ
ま
だ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
少
な
い
現
状
を
み
て
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
活
動
を
主

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成

し
て
い
き
た
い
、
も
っ
と
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
も
の
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
専
門
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
企
画

す
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
ま
っ
た
く
活
動

が
初
め
て
の
方
々
を
中
心
に
、

中
に
は
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
方
や
実
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方

な
ど
様
々
で
し
た
。
講
座
や
施

設
体
験
な
ど
を
お
こ
な
い
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
も
の
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
も
の
を
よ

り
身
近
に
感
じ
、
理
解
し
て
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
側
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
け
入
れ
の
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
修

了
後
、
受
講
者
の
方
々
の
提
案

で
修
了
者
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
修
了
者
会
に
連
絡
会
の
ス

タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
参
加

し
、
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
様
々
な
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。

　

そ
の
修
了
者
会
の
呼

び
か
け
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
名
前
は

〈
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

さ
く
ら
〉
で
す
。

　

今
後
、連
絡
会
と〔
さ

く
ら
〕
は
連
携
し
、
共

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

連
絡
会
主
催

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　

ス
ク
ー
ル
を
開
催
�

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
場
所
で
、

高
齢
者
者
の
介
護
等
に
つ
い
て

気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
が
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

生
野
区
内
で
は
８
箇
所
あ
り
ま

す
。
大
阪
市
の
事
業
で
福
祉
施

設
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

特
徴
は
介
護
保
険
の
事
や
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
様
々
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
相

談
以
外
に
も
高
齢
者
の
た
め
の

転
倒
予
防
教
室
や
認
知
症
（
痴

呆
）
予
防
教
室
、
車
椅
子
体
験

学
習
、
介
護
技
術
の
教
室
な
ど

様
々
な
企
画
を
考
え
、
地
域
の

方
や
区
役
所
の
方
、
施
設
機
関

の
方
と
協
力
し
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
希
望
に
添
っ
た
勉
強
会

や
講
習
会
な
ど
の
行
事
を
行
っ

て
い
け
る
よ
う
調
整
や
実
施
を

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
多
く
の
地
域
で

様
々
に
教
室
や
講
演
が
行
わ
れ

て
お
り
、
非
常
に
好
評
を
得
て

い
ま
す
。
今
年
、
行
わ
れ
た
内

容
の
１
部
分
を
こ
こ
で
は
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

生
野
区
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
２
種
類
の
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。
５
月
開
催
の
１

回
目
は
介
護
に
興
味
の
あ
る
方

を
対
象
に
介
護
教
室
を
４
回

コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。
内

容
は
、
ベ
ッ
ド
で
の
介
護
、
オ

ム
ツ
や
衣
服
等
の
更
衣
の
介
助
、

高
齢
者
の
食
事
や
栄
養
、
口
腔

衛
生
に
つ
い
て
皆
さ
ん
で
学
び

ま
し
た
。
実
習
中
心
の
内
容
に

皆
さ
ん
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

９
月
開
催
の
２
回
目
は
、
認

知
症
（
痴
呆
）
に
つ
い
て
３
回

に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。
認

知
症
（
痴
呆
）
を
理
解
す
る
た

め
の
講
義
、
陶
芸
を
用
い
た
作

業
療
法
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー 

（
芳
香
療
法
）の
い
ろ
い
ろ
な
視

点
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
頭
と
心

の
健
康
を
学
び
ま
し
た
。

　

小
路
地
域
で
は
、　

月
に
東

１２

生
野
地
域
担
当
の
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
サ
ン
・
ア
ク
エ

リ
ア
主
催
に
よ
る
認
知
症
（
痴

呆
）
予
防
教
室
が
小
路
社
会
福

祉
協
議
会
協
力
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
阪
市
社
会
福
祉

研
修
・
情
報
セ
ン
タ
ー
の
沖
田

先
生
を
講
師
に
迎
え
、
初
め
て

の
介
護
教
室
で
し
た
が
、
た
く

さ
ん
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
認

知
症
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

東
小
路
地
域
で
は
、
新
生
野

地
域
担
当
の
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
瑞
光
苑
主
催
、
東
小
路

社
会
福
祉
協
議
会
協
力
の
も
と

に
介
護
教
室
が
４
回
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

５
月
に
峯
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

の
峯
先
生
に
よ
る
腰
痛
の
話
と

飯
田
先
生
に
よ
る
水
虫
・
た
む
し

の
話
の
教
室
を
始
め
と
し
て
、 

９
月
に
生
野
区
社
会
福
祉
協
議

会
の
作
業
療
法
士
と
福
祉
用
具

業
者
の
ケ
ア
ラ
イ
フ
さ
ん
に
よ

る
転
倒
し
な
い
た
め
の
用
具
選

び
（
歩
行
器
・
靴
・
杖
）
の
教

室
、　

月
に
生
野
区
保
健
福
祉

１２

セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
さ
ん
に
よ

る
認
知
症
（
痴
呆
）
に
つ
い
て

の
教
室
、
２
月
に
大
阪
府
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
善
家
先

生
に
よ
る
体
操
を
中
心
と
し
た

腰
痛
予
防
の
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

 　

巽
東
地
域
で
は
、
同
じ
く
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
瑞
光
苑

主
催
、
巽
東
社
会
福
祉
協
議
会

の
協
力
に
よ
る
介
護
予
防
教
室

を
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

６
月
に
寺
坂
接
骨
院
の
寺
坂

先
生
に
よ
る
自
宅
で
で
き
る
転

倒
し
な
い
た
め
の
運
動
療
法
と

実
践
の
教
室
を
始
め
と
し
て
、 

９
月
に
瑞
光
苑
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ

ン
タ
ー
の
高
野
さ
ん
に
よ
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
脳

と
身
体
を
使
っ
た
笑
い
な
が
ら

行
え
る
体
操
や
ゲ
ー
ム
の
教
室
、

　
　

月
に
は
生
野
区
保
健
福
祉

１２
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
さ
ん
に
よ

る
認
知
症
（
痴
呆
）
に
つ
い
て

の
教
室
、
３
月
に
は
生
野
区
社

会
福
祉
協
議
会
の
作
業
療
法
士

と
福
祉
用
具
業
者
の
ゴ
ト
ウ
・

ア
ズ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
さ
ん
に

よ
る
転
倒
し
な
い
た
め
の
福
祉

用
具
の
選
び
方（
お
風
呂
用
具
・

靴
・
杖
）
の
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

舎
利
寺
地
域
で
は
、
８
月
に

生
野
東
地
域
担
当
の
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
夢
の
箱
と
生
野

区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
保
健

師
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
舎
利

寺
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
老

人
教
室
に
『
転
ば
ぬ
先
の
杖
』

と
題
し
て
転
倒
予
防
教
室
が
開

催
さ
れ
、
ク
イ
ズ
も
織
り
交
ぜ

な
が
ら
の
分
か
り
や
す
い
内
容

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

西
生
野
地
域
で
は
、
６
月
に

西
生
野
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委

員
会
と
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
夢
の
箱
主
催
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
車
椅
子
体
験

学
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 
夢
の
箱
が
講
師
と
な
り
、
瑞
光

苑
、
み
の
り
苑
、
あ
じ
さ
い
の

里
、
生
野
区
社
会
福
祉
協
議
会
、

生
野
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

協
力
で
、
暑
い
中
、
外
で
の
体

験
学
習
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
は
、

た
く
さ
ん
開
催
さ
れ
て
い
る
中

の
ほ
ん
の
一
部
で
、
全
て
を
紹

介
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

高
齢
化
が
進
む
中
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
年
を
と
る
こ
と
や
地
域

活
動
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
介
護
予
防

教
室
が
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
開

催
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
皆

さ
ん
も
ご
参
加
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

要
介
護
１
以
上
の
高
齢
者
を

現
に
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
市

内
在
住
の
家
族
の
方
を
対
象
に
、

日
頃
の
介
護
疲
れ
を
癒
し
、
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

平
成　

年　

月
８
日
、
生
野
区

１６

１０

社
協
と
４
区
の
区
社
協
の
合
同

に
よ
り
、
参
加
者
同
士
の
懇
談

会
や
食
事
会
な
ど
を
信
貴
山
観

光
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

人
も
の
ご
参
加
が
あ
り
、
そ

３３の
内
の
５
人
は
生
野
区
在
住
の

方
の
参
加
で
し
た
。

※厚生労働省の主唱により、『痴呆』に替わる用語として『認知症』が用いられることになりました。

懇談会

口腔衛生　みんなで実践中ベッドでの介護実習中

認知症(痴呆症)の講義峯先生による腰痛の話

みんなでレクリエーション保健師さんによる認知症の話

車椅子体験中

寺坂先生の運動療法教室

クイズで学ぶ転等予防

　
家
族
介
護
者
の

　
　
　
　
つ
ど
い

　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

立
ち
上
が
る
�
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